
航空機運航に係るデジタル情報の今後の活用
〜 航空機給油サービスの展望 〜

三愛石油

羽田支社

2021/12/15

資料４

nakano-h46ib
四角形



• 三愛石油の給油業務

• 現在の課題
– フライトスケジュール/燃料オーダー量情報の精度

– 航空機地上⾛⾏時間の精度

• 航空機運航のDX推進に対する期待
– フライトスケジュールのリアルタイム入手

– 航空局ストックデータの活用
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• 三愛石油グループの航空事業

三愛石油の給油業務（1/2）
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○羽田空港 約680便/日 の給油に対応（※ 当社給油350便/日）

– コロナ禍前は、相次ぐ増便に⼈員対応が追い付かない状況が発生

– 目まぐるしく変化するフライトスケジュールに対応するため、給油システムを導入

三愛石油の給油業務（2/2）
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給油システム

業務の効率化を推進
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メインシステム 現場端末
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① フライトスケジュール/燃料オーダー量情報の精度

– ANA様、JAL様を除くエアラインのフライトスケジュール、燃料オーダー量といったデータは
電話、ファックス、電子メールによるやりとりが主となっている

– これらのデータはリアルタイム性に乏しい

⇒ 作業コントロール担当者がこれらの情報を整理し、給油システムに⼿⼊⼒で反映した上で、
給油⾞両および作業員をアサインしている

現在の課題（1/3）

77

給油現場作業コントロール担当者

フライトスケジュール

燃料オーダー量
作業指示

航空会社

情報整理・⼿⼊⼒



着陸滑⾛路があそこで…

スポットがあそこで…

となると移動時間は…

② 航空機地上⾛⾏時間の精度

– 到着後の各便の地上⾛⾏時間については、現在はデータ⼊⼿ができていない状況

⇒ 作業コントロール担当者の経験則の元、着陸使⽤滑⾛路、経路、混雑状況等の情報から
移動時間を割り出し、給油⾞両、作業員をアサインしている状況

現在の課題（2/3）
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作業コントロール担当者



これらの課題により、以下のリスクを抱えている状況

現在の課題（3/3）
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 到着時間変更、スポット変更、燃料オーダー量変更の

⾒落し、⼊⼒ミスによる給油作業のミスや遅延

 地上⾛⾏時間の⾒誤りによるスポットでの過剰待機や
時間的な焦りを伴う移動



• 三愛石油の給油業務

• 現在の課題
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– その他
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• フライトスケジュールのリアルタイム入手
– 外国航空会社を含め、全ての航空会社のフライトスケジュールのデータを

自動的にリアルタイムで給油システムに取り込むことにより、⼿⼊⼒作業の軽減およびミス

の減少、誤情報による給油作業遅延の減少 ⇒ 業務効率化、品質向上

航空機運⾏DXに対する期待（1/2）
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• 航空局ストックデータの活用
– 過去のフライト実績データから、着陸した滑⾛路からスポットまでの地上⾛⾏時間、

混雑しやすい時間帯を把握することにより、作業コントロール担当者の経験則ではなく

定量化が可能 ⇒ 生産性の向上、品質向上

航空機運⾏DXに対する期待（2/2）
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定量化された時間に基づいた作業
 スポットまでの移動時間を急ぐような

タイムプレッシャーの解消

 スポットでの待機時間の減少

データ活用
 AI 学習への活用
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これらを実現できると、

安心、安全、正確かつ、よりお客様のニーズに沿った

航空機給油サービスの提供に繋がると考えております

航空機運⾏DXに対する将来的な期待
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 燃料オーダー量を含めたデジタルデータ取得

 ビジネスジェット予約情報のデジタルデータ取得

 給油レシートの電子化、電子署名による承認



ご清聴ありがとうございました
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